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西 迫　　哲
常 磐 重 雄
十 亀 健 志
森 住　　等
石 村 哲 也

2016～2017　国際ロータリー会長　ジョン・ジャーム

人類に奉仕するロータリー

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊夫人誕生日
　内山全浩君（由宇夫人19日）

＊結婚記念日
　戸谷宜之君（16日）

点鐘　…西迫　哲会長

斉唱　…君が代・厚木 RC の歌

ゲスト紹介

中村　恵様
（特定非営利活動法人 国連UNHCR協定）

淺井崇裕様（弁護士）

阿部重一様・都髙真道様・皆川幸男様
（厚木もみじライオンズクラブ）

ビジター紹介

大川　浩様（東京羽田RC）

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・第2回アクターズミーティングのご案内
・インターアクト一泊研修会ご参加のお願い
・新クラブ紹介　　第5グループ　相模原ニューシ

ティー RC
・「女性会員増強のためのセミナー」開催のご案内

第2734回例会（2月7日）☆司会　小林　透SAA

今日の例会（2017 年 2 月 14 日）

「信託について」
担当：戸谷宣之君

講師：信託協会 総務部 竹石　誠審議役

次回の例会（2017 年 2 月 21 日）

「私と会社の自己紹介と情報提供」
担当：畑中雄太君
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2017年3月4日（土）13：00 ～ 15：30
ホテルメルキュール横須賀　会費　2000円

・米山奨学生の世話クラブとカウンセラーお引き
受けについてのお願い
氏名：ルイ　ツリン（学部3年)　性別：女
国籍：マレーシア
大学：神奈川工科大学
期間：2017年4月～ 2019年3月（2年）

・会長エレクトセミナー（PETS）開催のお知らせ
2017年3月14日（火）10：00 ～ 19：20
藤沢商工会館ミナパーク

◎海老名RC　より
・創立三十周年記念式典

平成29年4月8日（土）
オークラフロンティアホテル海老名

◎ロータリーの友事務所　より
・2017-2018年度版　ロータリー手帳お買い上げ

のお願い
◎厚木市社会福祉協議会　より

・厚木市社会福祉協議会第7種会員による評議員候
補者、理事候補者等の選出会議の開催について
平成29年2月20日（月）午後4時から
厚木市総合福祉センター 5階　502

スマイル

大川　浩様（東京羽田RC）
久しぶりでお世話になります。厚木RCに伺うのが楽
しみです。有りがとうございます。

三橋一皓君
二月で米寿を迎えます。皆様のご祝福を頂きまして
此の日のお祝いを頂き、心より感謝致しております。

会田義明君
常磐君、本厚木事務所の開設おめでとうございます。
厚木の地で改めて共に仕事ができることを嬉しく思
います。今後の更なる活躍を祈念しまして、お祝いの
スマイルをします。

常磐重雄君
本日は、当事務所の厚木支店に4月から着任予定の淺
井弁護士をつれてきました。今後とも宜しくお願い
致します。

森住　等君
週末前から2人で伊豆に行ってきます。話す会話があ
るか、ハラハラ、ドキドキ。結婚記念ありがとうござ
います。

松原貴樹君
大変ご無沙汰しております。記念品ありがとうござ
います。これから出席できるよう頑張ります。よろし
くお願い申し上げます。

黄金井康巳君
所用のため早退いたします。

柳田純昭君
申し訳ありませんが、所用の為早退させていただき
ます。

髙橋　浩君
確定申告無料相談会のため早退させて頂きます。

井上　聡君
本日、所用のため早退させて頂きます。

今日のお花

フリージア（壽永純昭君）

国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）の支援活動
～人道支援の現場を担う元ロータリー財団奨学生～

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）の呼び名は「ユー・エヌ・エイ
チ・シー・アール」、United Nations High Commissioner for Refugees
の頭文字を、ローマ字でそのまま発音してください。

UNHCRは 1950年12月に設立され、本部はスイスのジュネーブ、約
125か国に事務所があり、 職員約9,800人のうち日本人職員は約80名で

例会 「平和と紛争予防」

担当：国際奉仕委員長 米山尚登君
講師：特定非営利活動法人国連UNHCR協会 中村　恵様
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す。その役割は、難民・避難民を国際的に保護・支援し、難民問題の解決に対して働きかけることです。その活
動が認められ、「ノーベル平和賞」を過去2回（1954年/1981年）受賞しました。

緒方貞子第8代国連難民高等弁務官（1991 ～ 2000年）は、日本人で2人目、女性として初のロータリー親善奨
学生として、1951年にアメリカに留学されました。それは奇しくもUNHCRが活動を開始した年でもありまし
た。緒方さんが国連難民高等弁務官に就任した1991年、湾岸戦争直後のクルド難民支援に対して、日本全国の
ロータリー会員が、ご寄付1億9700万円以上を集めてくださったという記録が残っています。

緒方さんが2000年末に退任された翌年2001年に、ハリウッド女優のアンジェリーナ・ジョリーさんが、難民
の問題をもっと知りたいと自らUNHCRにアプローチされ、その後、親善大使を経て、UNHCR特使として今も
積極的に活動されています。

UNHCRは、紛争や迫害によって、故郷を追われた難民や国内避難民を支援しています。難民とは、保護と支援
を求めて、国境を越えて他国に避難した人たちです。国内避難民とは、国内の別の地域に避難した人たちです。

2015年末時点で、家を追われた人の数は、過去最多 6530万人となり、その数はフランスの人口に匹敵するほ
どです。世界総人口73億人中、113人に一人が移動を強いられていることになります。例えば、シリアからトル
コ、レバノン、ヨルダンなどへ、アフガニスタンからパキスタン、イランなどへ、ソマリアからエチオピア、ケニ
ア、イエメンなどへ、さらに南スーダンから多くの難民が流出しています。

UNHCRでは、ロータリー財団の奨学金で留学した経験を持つ複数の学友が活躍しています。現在、スーダ
ン事務所代表の吉田典古さん、シリアのダマスカスで上級フィールド調整官を務めた赤阪陽子さん、スイス・
ジュネーブ本部欧州局・上級法務担当官の白戸純さん、タイのバンコク事務所アジア・太平洋地域パートナー
シップ担当官の細井麻井さん、ヨルダンのアンマンで上級インターエージェンシー調整担当官の神山由紀子
さん、南スーダン勤務後にタイのカンチャナブリで保護官を務めている阿阪奈美さん、合計6人すべて女子職
員です。

また、この厚木RC推薦で1987年にアメリカに留学された中満泉さんも、元UNHCR職員（1991－97年）です。
中満さんは現在、国連事務次長補、国連開発計画総裁補兼危機対応局長であるとともに、元国連難民高等弁務
官であるグテーレス国連事務総長の特別顧問（難民・移民フォローアップ担当）も務められています。

赤阪さん、阿阪さん、中満さんは、2016年11月27日に東京で開催された財団100周年記念シンポジウムにパ
ネリストとして参加されました。「ロータリーの友」2017年1月号に掲載された記事「ロータリー財団100周年を
祝う」をご参照ください。

実は、私も財団奨学生として、1983-84年にフランスに留学させていただきました。1989年にUNHCRジュ
ネーブ本部に就職し、東京勤務を経て、1997－99年にUNHCR職員とミャンマー北西部ラカイン州で活動し
ました。その後、2000年に国連UNHCR協会の設立に伴い、国際公務員からNPO職員に転職し、国連の難民支
援活動を後方から支える募金・広報活動に従事してきました。

国際社会は現在、第二次世界大戦以後最大の難民危機に直面していますが、難民保護のための資金は大幅に
不足しています。民間からの資金協力の輪を広げるために、国連UNHCR協会では、私たち一人ひとりが緊急事
態・長期支援を支える毎月引き落とし 継続支援「毎月倶楽部」への参加を呼び掛けています。

また、2016年5月、UNHCRは「グローバル・シェルター・キャンペーン」を開始し、2018年までに難民200
万人のためのシェルター建設または改善のための資金提供を民間セクターに呼びかけています。

シェルターには家族用テント、仮設住宅、借家など様々な形式がありますが、難民にとって、暴力や迫害によ
る肉体的・精神的ダメージから回復するために必要な基盤となります。例えば150万円あれば、5人家族用の
テント（約6万円／張）を25張届けることができます。

2018年まで継続されるこのキャンペーンに、ロータリーの地区やクラブからのご協力をご検討いただけれ
ば幸いです。ご参考として、「ロータリーの友」2016年11月号に寄稿させていただいた記事「難民にシェルター
を」をご一読ください。（ご質問等は中村まで　nakamura@japanforunhcr.org）

出席報告　＜会員 43 名、出席対象 42 名＞

1 月 24 日例会　　確定出席率 90.24％ 2 月 7 日例会　　出席 37 名　欠席 5 名　出席率 88.10％
＜事後メイク＞ ＜欠席＞

　石村哲也君・内山全浩君・戸谷宜之君
　永井裕敏君・三宅壯平君


